
  
    方丈記 【付現代語訳】

  


  はじめに


  
はじめに


  


     『方丈記ほうじょうき』は鎌倉時代初期に鴨長明かものちょうめいによって書かれた随筆作品です。対句表現や仏教語を自在に駆使して書かれた和漢混淆わかんこんこう文の名作として、高く評価されてきました。その内容は、彼が京都近郊の日野山ひのやまに構えた方丈（一丈四方）の狭い庵での生活を中心としていますが、当時の社会を揺るがせた天変地異の描写は臨場感に溢れており、中世の人々の生き様を今に伝えるものとして貴重なものです。
    『方丈記』には、広本と略本とがあり、広本には古本と流布本の系統があります。本書は古本系の最古の写本である大福光寺だいふくこうじ本を底本としています。この巻には「鴨長明自筆也」という鎌倉時代に醍醐寺の高僧が記した奥書もあり、真偽には諸説がありますが、鴨長明の原作に最も近いという点では異論がないものと考えられています。
    本書を編集するにあたっては、以下の方針に従っています。


  
    	本書には『方丈記』の全文を収録しています。全体を十一の章に分け、章題を加えています。各々の章では、原文と現代語訳とを載せています。


    	原文においては、読み易さを優先して、わかり易い漢字を当てています。カタカナをひらがなに改め、段落、改行、句読点を補っています。歴史的かなづかいには、現代かなづかいのふりがなを当てています。


    	現代語訳では、原文の文章をできるだけ活かすようにし、語の変換は必要な範囲にとどめています。固有名詞等については注記を設けて、リンクを付しています。


    	巻末には鴨長明の略年表を掲載しています。

  


     それでは、我が国の和漢混淆文の出発点であり、三大随筆の一つとされる『方丈記』の魅力溢れる世界を、どうぞごゆっくりお楽しみください。


  
    方  丈  記

  


  



  
  一、 ゆく河の流れ


  



     ゆく河かわの流れは絶えずしてしかも元の水にあらず。淀よどみに浮かぶ泡沫うたかたは、かつ消えかつ結びて、久しく留とどまりたる例ためしなし。世の中にある人と栖すみかとまたかくの如ごとし。


     玉敷たましきの都のうちに棟むねを並べ甍いらかを争へえる、高き卑いやしき人の住まひいは、世々よよを経て尽つきせぬものなれど、これを 真まことかと尋たづぬれば昔ありし家は稀まれなり。或あるいは去年こぞ焼けて今年作つくれり。或は大家おおいえ滅びて小家こいえとなる。


     住む人もこれに同じ。所も変はわらず人も多かれど、古いにしえ見し人は、二三十人が中うちにわづかに一人二人なり。朝あしたに死に夕ゆうべに生まるる習ならひい、 ただ水の泡にぞ似たりける。


     不知しらず、生まれ死ぬる人、何方いづかたより来たりて何方へか去る。また不知しらず、仮かりの宿やどり、誰たが為にか心を悩まし、何なにによりてか目を悦よろこばしむる。


     その主あるじと栖すみかと無常むじょうを争ふうさま、いはわば朝顔の露つゆに異ことならず。或は露落おちて花残れり。残るといへえども朝日に枯れぬ。或は花萎しぼみて露なほお消えず。消えずといへえども夕ゆうべを待つことなし。


  



  【現代語訳】


     行く河かわの流れは絶えることなく、しかも元の水ではない。淀よどみに浮かぶ泡沫うたかたは、片や消え、片や結んで、久しく留とどまっている例ためしはない。世の中にある人と住処すみかとも、またこのようなものである。


     玉を敷くような都みやこのうちに、棟むねを並べて甍いらかを争っている、位くらいの高い、あるいは卑いやしい人の住まいは、世代を経ても尽きはしないものだが、これを真まことかと尋ねれば、昔からあった家は稀まれである。あるいは去年焼けて、今年作られる。あるいは大家おおいえが亡んで、小家こいえとなる。


     住む人もこれに同じである。所も変わらず、人も多くとも、昔に見た人は二、三十人の中に、わずかに一人、二人である。朝あしたに死に、夕ゆうべに生まれる道理は、ただ水の泡にこそ似ている。


     分からない。生まれて死ぬ人は、どこから来て、どこへ去るのか。また分からない。仮かりの宿やどりで、誰のために心を悩まし、何によって目を悦よろこばすのか。


     その主あるじと住処とが無常むじょうを争う様は、言わば朝顔の露つゆと変わらない。あるいは、露が落ちて花が残る。残るとはいえ、朝日に枯れてしまう。あるいは、花が萎しぼんで露はなお消えない。消えないとはいえ、夕ゆうべを待つことはない。


  
  二、 安元の大火


  



     予よ、物ものの心を知れりしより、四十よそぢ余りの春秋を送れる間あいだに、世の不思議を見ること、ややたびたびになりぬ。


     去いんじ安元あんげん三年四月廿にじゅう八日かとよ、風烈はげしく吹きて静かならざりし夜、戌いぬの時ばかり、都みやこの東南より火出いで来て西北に至る。果てには朱雀門しゅしゃくもん、大極殿だいごくでん、大学寮だいがくりょう、民部省みんぶしょうなどまで移りて、一夜のうちに塵灰ちりはいとなりにき。火元ほもとは樋口ひぐち冨とみの小路こうじとかや。舞人まいびとを宿やどせる仮屋かりやより出いで来たりけるとなん。


     吹き迷ふう風にとかく移りゆくほどに、扇をひろげたるがごとく末広すえひろになりぬ。遠き家は煙にむせび、近きあたりはひたすら焔ほのおを地に吹きつけたり。空には灰を吹きたてたれば、日の光に映えいじて、あまねく紅くれないなる中に、風に堪たへえず吹き切られたる焔、飛ぶが如くして、一二町ちょうを越えつつ移りゆく。その中の人、現うつし心あらむんや。或は煙にむせびて倒れ伏し、或は焔に眩まぐれてたちまちに死ぬ。或は身一つ辛かろうじて逃のがるるも、資財を取り出いづるに及ばず、七珍万宝しっちんまんぽうさながら灰燼かいじんとなりにき。その費ついえ、いくそばくぞ。


     そのたび公卿くぎょうの家十六焼けたり。ましてその外ほか数へえ知るに及ばず。すべて都みやこのうち三分さんぶかが一いちに及べりとぞ。男女死ぬるもの数十人。馬牛のたぐひい辺際へんさいを不知しらず。


     人の営み、皆愚おろかなる中に、さしも危あやふうき京中きょうじゅうの家をつくるとて、財たからを費やし、心を悩ますことは、すぐれて味気あじきなくぞ侍はべる。


  



  【現代語訳】


     私は、物ものの心を知ってより、四十よそぢ余りの春秋しゅんじゅうを送る間に、世の不思議を見る事も、やや度々たびたびとなった。


     去る安元あんげん三年四月二十八日だろうか、風が烈はげしく吹き、静かではなかった夜、戌いぬの時ときばかりに、都の東南から火が出て来て西北に至る。果てには、朱雀門すざくもん、大極殿だいこくでん、大学寮だいがくりょう、民部省みんぶしょうなどにまで移って、一夜のうちに塵灰じんかいとなった。火元ほもとは樋口富小路ひぐちとみのこうじとかだろうか。舞人まいびとが宿をとっていた仮屋かりやから出て来たのだという。


     吹き迷う風にとかく移っていく内に、扇を広げたかのように末広すえひろがりとなった。遠い家は煙に咽むせび、近い辺あたりはひたすら焔ほのおを地に吹きつけた。空には灰を吹き立てたので、火の光に映ってすべてが紅くれないとなり、その中に、風に堪たえず吹き切られた焔が、飛ぶようにして、一二町ちょうを越えては移っていく。その中の人は正気でいられたろうか。あるいは煙に咽むせんで倒れ伏し、あるいは焔に気絶してたちまちに死ぬ。あるいは身一つで辛かろうじて遁のがれても、資財を取り出せるには及ばず、七珍万宝しっちんまんぽうも、さながら灰燼かいじんとなってしまった。その損害はどれほどであろう。


     その折、公卿くぎょうの家は十六軒焼けた。ましてその他は数え知るに至っていない。大体、都の内の三分の一に及んだとのこと。男女の死んだ者は数千人、馬牛ばぎゅうの類たぐいは際限さいげんも知れない。


     人の営みは皆、愚かな中でも、これほど危うい京中に家を作ろうと、財たからを費やし、心を悩ます事は、何より無意味なことである。


  
  三、 治承の辻風


  



     また、治承じしょう四年卯月うづきの頃、中御門なかのみかど京極きょうごくのほどより、大きなる辻風つじかぜ起こりて、六条ろくじょうわたりまで吹けること侍はべりき。


     三四町を吹きまくる間に、こもれる家ども、大きなるも小さきも、一つとして破やぶれざるはなし。さながら平ひらに倒れたるもあり。桁けた柱はしらばかり残れるもあり。門かどを吹き放ちて四五町が外ほかに置き、また、垣かきを吹き払ひいて隣となりと一つになせり。いはわんや、家のうちの資財、数を尽くして空にあり。檜皮ひわだ、葺板ふきいたの類たぐい、冬の木この葉の風に乱るるが如し。塵を煙の如く吹き立てたれば、すべて目も見えず、おびただしく鳴りどよむほどに、物言ふう声も聞こえず。かの地獄の業ごうの風なりとも、かばかりにこそはとぞ思おぼゆる。家の損亡そんもうせるのみにあらず。これを取り繕つくろふう間に、身を損そこなひい片輪かたわづける人、数も知らず。この風、未ひつじの方に移りゆきて、多くの人の嘆きなせり。


     辻風は常に吹くものなれど、かかることやある。ただごとにあらず。さるべき物の諭さとしかなどぞ、疑ひい侍りし。


  



  【現代語訳】


     また、治承じしょう四年卯月うづきの頃、中御門なかみかど、京極きょうごくの付近から、大きな辻風つじかぜが起こって、六条あたりまで吹いた事があった。


     三四町を吹きまくる間に取り込まれた家々は、大きいのも小さいのも、一つとして壊されないものはなかった。そのまま平ひらたく倒れたものもあり、桁けたや柱ばかりが残されたものもある。門を吹き放って四五町の外に置き、また、垣を吹き払って隣と一つにされた。ましてや、家の中の資財は数の限りが空にあり、檜皮ひわだ、葺板ふきいたの類たぐいは、冬の木この葉はが風に乱されるようである。塵を煙のように吹き立てたので、まるで目も見えず、おびただしく鳴りどよめくので、物を言う声も聞こえない。かの地獄の業風ごうふうであっても、これほどかと思える。家が損亡そんもうするだけではなく、これを取り繕つくろう間に、身を損そこない、不具かたわとなる人も数知れない。この風は未ひつじの方に移っていき、多くの人の嘆きをなした。


     辻風は常に吹くものだけれど、このような事があるのはただ事ではない。しかるべきもののお告つげか、などと疑ったことであった。


  
  四、 福原への遷都


  



     また、治承じしょう四年水無月みなづきの頃、にはわかに都みやこ遷うつり侍はべりき。いと思ひいの外ほかなりしことなり。大方おおかたこの京の初めを聞けることは、嵯峨さがの天皇の御時おんとき、都と定さだまりにけるより後のち、すでに四百余歳を経へたり。殊ことなる故ゆえなくて、たやすく改あらたまるべくもあらねば、これを世の人安やすからず憂うれへえ合へえる。げに理ことわりにも過ぎたり。


     されど、とかく言ふう甲斐かいなくて、帝みかどより始め奉たてまつりて、大臣だいじん公卿くぎょう皆ことごとく移うつろひい給たまひいぬ。世に仕つかふうるほどの人、誰か一人古里ふるさとに残り居おらむん。官つかさ位くらいに思ひいを掛け、主君の蔭かげを頼むほどの人は、一日ひとひなりとも疾とく移ろはわむんと励み、時を失ひい、世に余あまされて期ごする所なき者は、憂へえながら留とまり居おり。軒のきを争ひいし人の住まひい、日を経つつ荒れゆく。家は毀こぼたれて淀河よどがわに浮かび、地は目の前に畠となる。人の心皆改まりて、ただ馬うま鞍くらをのみ重くす。牛うし車くるまを用ようする人なし。西南海さいなんかいの領所りょうしょを願ひいて、東北とうぼくの荘園しょうえんを好まず。


     その時、おのづから事の便りありて、津の国の今の京にいたれり。所の有様ありさまを見るに、南は海近くて下くだれり。波の音、常に喧かまびすしく、潮風しおかぜことに烈はげし。内裏だいりは山の中なれば、かの木きの丸まろ殿どのもかくやと、中々様よう変はわりて優ゆうなる方かたも侍り。日々に毀こぼち、川も狭せに運び下くだす家、何処いづくに作れるにかあるらむん。なほお空むなしき地は多く、作れる屋やは少なし。


     古京はすでに荒れて、新都はいまだ成らず。ありとしある人は皆、浮雲うきくもの思ひいをなせり。元よりこの所に居おるものは、地を失ひいて憂うれふう。今移れる人は、土木とぼくの煩わずらひいあることを嘆く。道のほとりを見れば、車に乗るべきは馬に乗り、衣冠いかん、布衣ほいなるべきは多く直垂ひたたれを着たり。都みやこの手振てぶり、たちまちに改まりて、ただ鄙ひなたる武士もののふに異ことならず。


     世の乱るる瑞相ずいそうとか聞けるも著しるく、日を経つつ世の中浮き立ちて、人の心も収まらず。民たみの憂うれへえ、つひいに空むなしからざりければ、同じき年の冬、なほおこの京に帰り給ひいにき。されど、毀こぼちわたせりし家どもはいかになりにけるにか、ことごとく元の様にしも作らず。


     伝へえ聞く、古いにしえの賢かしこき御世みよには、憐れみを以もちて国を治おさめ給ふう。すなはわち、殿とのに茅かや葺ふきても、軒のきをだに整ととのへえず、煙の乏ともしきを見給ふう時は、限りある貢物みつぎものをさへえ赦ゆるされき。これ、民たみを恵み、世を助け給ふうによりてなり。今の世の有様、昔になぞらへえて知りぬべし。


  



  【現代語訳】


     また、治承じしょう四年水無月みなづきの頃、にわかに都遷みやこうつりがあった。まったく思いの外ほかの事であった。大方、この京の初めを聞いたところでは、嵯峨さが天皇の御時おんときに都と定まってから後、既に四百余年を経ている。格別な理由もなしにたやすく改まるべきでもないので、これを世の人がただ事ではないと憂うれい合ったのは、実に道理にも過ぎている。


     けれど、とかく言う甲斐かいもなくて、帝みかどを始めとされて、大臣、公卿、皆ことごとくお移りになられた。宮仕みやづかえをするほどの人は、誰か一人でも古里ふるさとに残っていようか。官位に思いを掛かけ、主君の蔭かげを頼むような人は、一日なりとも早く移ろうと励み、時機を失い、世に持て余されて、期待する所のない者は、憂いながらも留とどまっていた。軒のきを争った人の住まいも、日を経るうちに荒れていく。家は壊されて淀河よどがわに浮かび、敷地は目の前で畠となる。人の心は皆改まって、ただ、馬、鞍くらだけを重くする。牛、車を用いる人はいない。西南海さいなんかいの領所りょうしょを願って、東北とうぼくの荘園しょうえんを好まない。


     その時、たまたま事の便りがあって、津つの国の今の京に至った。所の有様ありさまを見るに、南は海が近くて下っている。波の音は常に喧かまびすしく、潮風は殊ことに烈はげしい。内裏だいりは山の中なので、かの木きの丸殿まるどのもこうであったかと、中々様さまも変わって優雅なところもあった。日々に壊し、川も狭せましと運び下くだす家は、どこに作られているのであろうか。なお空あいている土地は多く、作られた建物は少ない。


     古京こきょうは既に荒れて、新都しんとは未いまだ成らない。ありとあらゆる人は皆、浮雲うきくもの思いであった。元からこの地にいた者は、土地を失って憂う。今、移ってきた人は、土木どぼくの煩わずらいのあることを嘆く。道のほとりを見れば、車に乗るほどの者は馬に乗り、衣冠いかん、布衣ほい姿であるべき者は、多くが直垂ひたたれを着ている。都の風俗はたちまちに改まって、ただの田舎いなかびた武士もののふと変わらない。


     世の乱れる前兆とかと聞くのも確かなことで、日を経るうちに世の中は浮き立って、人の心も収まらず、民たみの憂いもついには空事そらごとではなくなったので、同じ年の冬、やはりこの京にお帰りになられた。けれど、壊し果たした家々は、どうなってしまったろうか、すべて元の様に作られはしなかった。


     伝え聞くところでは、古いにしえの賢い御世みよには、憐あわれみをもって国をお治めになられた。すなわち、御殿ごてんに茅かやを葺ふいても、軒のきをさえ切り整えず、煙が乏しいのをご覧になった時は、限りある貢物みつぎものをさえ免ぜられた。これは民を恵み、世をお救いになるためである。今の世の有様は、昔に引き比べれば知ることができよう。


  
  五、 養和の飢饉


  



     また、養和ようわの頃とか、久しくなりて覚えず。二年ふたとせが間あいだ、世の中飢渇けかつしてあさましきこと侍はべりき。或は春夏日照ひでり、或は秋、大風洪水など良からぬことども打ち続きて、五穀ごこくことごとく生ならず。夏植ううる営いとなみありて、秋刈かり、冬収おさむるそめきはなし。


     これによりて、国々の民たみ、或は地を棄すてて境さかいを出いで、或は家を忘れて山に住む。様々の御祈おんいのり始まりて、なべてならぬ法ほうども行はわるれど、さらにその徴しるしなし。京の習ならひい、何業なにわざにつけても、源みなもとは田舎いなかをこそ頼めるに、絶たえて上のぼる物なければ、さのみやは、操みさおも作りあへえん。念じ侘わびつつ、様々の財物たからもの、片端かたはしより捨つるが如くすれども、さらに目め見立みたつる人なし。たまたま換かふうる物は、金こがねを軽かろくし、粟あわを重くす。乞食こつじき、路みちのほとりに多く、憂へえ悲しむ声、耳に満てり。


     前の年、かくの如く辛かろうじて暮れぬ。明くる年は立ち直るべきかと思ふうほどに、あまりさへえ疫癘えきれいうち添ひいて、まさ様ざまに跡形あとかたなし。世の人、皆けいしぬれば、日を経つつ窮きわまりゆく様さま、少水の魚の譬たとえに叶へえり。果てには、笠うち着、足ひき包み、よろしき姿したる者、ひたすらに家ごとに乞ひい歩ありく。かく侘わびしれたる者どもの歩ありくかと見れば、すなはわち倒れ伏しぬ。築地ついじのつら、道のほとりに、飢ゑえ死ぬる者の類たぐい数も不知しらず。とり捨つる業わざも知らねば、臭くさき香か、世界に満ち満ちて、変はわりゆく形、有様、目も当てられぬこと多かり。いはわんや、河原などには、馬うま車くるまの行ゆき交かふう道だになし。


     あやしき賤しづ、山賤やまがつも力尽きて、薪たきぎさへえ乏ともしくなりゆけば、頼む方かたなき人はみづからが家を毀こぼち、市いちに出いでて売る。一人が持ちて出いでたる価あたい、一日が命にだに不及およばずとぞ。怪あやしきことは、薪たきぎの中に赤き丹につき、箔はくなど所々ところどころに見ゆる木、あひい交まじはわりけるを尋たずぬれば、すべき方なき者、古寺ふるでらに至りて仏ほとけを盗み、堂どうの物ものの具ぐを破り取りて割り砕けるなりけり。濁悪世じょくあくせにしも生むまれ合ひいて、かかる心憂うき業わざをなん見侍はべりし。


     いと哀れなることも侍りき。去り難がたき妻め、夫おとこ持ちたる者は、その思ひい勝まさりて深き者、必ず先立さきだちて死ぬ。その故ゆえは、我が身は次にして人を労いたわしく思ふう間あいだに、稀々まれまれ得えたる食物くいものをも彼かれに譲ゆずるによりてなり。さればをや、子ある者は定さだまれることにて、親ぞ先立ちける。また、母の命尽きたるを不知しらずして、いとけなき子の、なほお乳ちを吸ひいつつ伏ふせるなどもありけり。


     仁和寺にんなじに隆暁りゅうぎょう法印ほういんといふう人、かくしつつ数も不知しらず死ぬることを悲しみて、その首こうべの見ゆるごとに、額に阿字あじを書きて縁を結ばしむる業わざをなんせられける。人数ひとかずを知らんとて、四五両月を数へえたりければ、京のうち、一条よりは南、九条くじょうよりは北、京極きょうごくよりは西、朱雀しゅしゃくよりは東の路みちのほとりなる頭かしら、すべて四万二千三百余あまりなんありける。いはわんや、その前後に死ぬる者多く、また、河原かわら、白河しらかわ、西の京、諸々もろもろの辺地へんじなどを加へえて言はわば、際限もあるべからず。いかにいはわんや七道しちどう諸国しょこくをや。


     崇徳院すとくいんの御位おんくらいの時、長承ちょうしょうの頃とか、かかる例ためしありけりと聞けど、その世の有様は知らず。目まのあたり珍めづらかなりしことなり。


  



  【現代語訳】


     また、養和ようわの頃とか、久しくなって確かには覚えていないが、二年の間、世の中が飢渇けかつしてあきれるほどの事があった。あるいは春夏に日照ひでり、あるいは秋に大風、洪水など、良くない事々が打ち続いて、五穀ごこくはことごとく実らなかった。空しく春に耕し、夏に植える営みがあって、秋に刈り、冬に収める仕事はなかった。


     これによって国々の民は、あるいは土地を捨てて境さかいを出て、あるいは家を忘れて山に住む。様々な御祈りが始まって、並々ではない修法しゅほうなどが行われても、まったくその効験こうげんはない。京の習いとして、何事につけても源みなもとは田舎こそが頼みなのに、絶えて上のぼってくる物もない。そうなれば平気を装よそおってばかりもいられようか、堪こらえ切れなくなるたびに、様々の財物たからものを片端から捨てるようにするけれど、少しも目を向ける人はいない。たまたま交換する者は、金こがねを軽くし、粟あわを重くする。乞食こじきは道のほとりに多く、憂い悲しむ声が耳に満ちる。


     前の年はこのようで、辛かろうじて暮れた。明くる年は立ち直るであろうかと思われたのに、事もあろうに疫病えきびょうまでが加わって、なおさら跡形あとかたもない。世の人は皆飢え切っていたので、日が経つにつれて窮きゅうしていく様は、『少水しょうすいの魚うお』の譬たとえに当てはまった。果てには、笠をかぶり足を引き包み、まともな身なりをした者も、ひたすらに家ごとに乞こい歩く。このように侘わびしれた者たちが歩くかと見れば、たちまちに倒れ伏した。築地ついぢのそばや道のほとりに、飢えて死んだ者の類たぐいは数も知れない。取り捨てる方法もわからないので、臭くさい香が世界に満ち満ちて、変わってゆく形、有様は、目も当てられぬ事が多かった。ましてや河原などには、馬や車の行ゆき交かう道さえない。


     卑いやしい賤しずや山賤やまがつも力尽きて、薪たきぎさえ乏しくなっていくので、頼む所のない人は、自分の家を壊して市いちに出て売る。一人が持って出た分の価あたいは、一日の命にさえ及ばないそうであった。怪しい事には、薪たきぎの中に赤い丹にが付き、箔はくなどが所々に見える木が混じっていたのを問い質ただせば、どうしようもない者は、古寺ふるでらに至って仏を盗み、御堂みどうの物ものの具ぐを壊し取って、割り砕いたのである。濁悪ぢょくあくの世に生まれ合わせて、このような心憂こころうれえる仕業しわざを見たものであった。


     また、とても哀れな事もあった。離れ難い妻や夫を持つ者は、その思いが勝まさって、より深い方の者が、必ず先立って死んだ。その理由は、自分の身は次にして相手を不憫ふびんに思うために、ごく稀まれに得た食物さえも、その者に譲るからであった。そのため、親子でいる者は定まった事で、親が先立ったのである。また、母の命が尽きているのを知らずに、あどけない子が、なお乳を吸いながら伏ふせている事などもあった。


     仁和寺にんなじの隆暁法印りゅうぎょうほういんという人は、このようにしながら数も知れず死んでいく事を悲しんで、その首こうべに出会うごとに額ひたいに阿字あじを書いて、仏縁を結ばせる業わざをなされた。人数を知ろうとして、四、五両月を数えたところ、京の内、一条よりは南、九条よりは北、京極きょうごくよりは西、朱雀すざくよりは東の、道のほとりにある頭かしらは、大体、四万二千三百余りであった。ましてやその前後に死んだ者も多く、また、河原かわら、白河しらかわ、西の京、諸々もろもろの辺地へんぢなども加えて言えば、際限のあるはずもなかった。ましてや七道諸国しちどうしょこくはどれほどか。


     崇徳院すとくいんの御位おんくらいの時、長承ちょうしょうの頃とか、このような例ためしがあったと聞くが、その世の有様は知らないので、目のあたりにするのは初めての事であった。


  
  六、 元暦の地震


  



     また、同じ頃かとよ、おびただしく大地震おおない振ること侍りき。その様さま、世よの常つねならず。山は崩れて河を埋うづみ、海は傾かたぶきて陸地を浸ひたせり。土裂さけて水湧わき出いで、巌いわお割れて谷に転まろび入る。渚なぎさ漕こぐ船は波に漂ただよひい、道ゆく馬は足の立たち所どを惑まどはわす。


     都のほとりには、在々所々、堂舎どうじゃ塔廟とうみょう一つとして全またからず。或は崩れ、或は倒れぬ。塵灰ちりはい立ち昇りて、盛さかりなる煙の如し。地の動き、家の破やぶるる音、雷いかづちに異ことならず。家の内に居おれば、たちまちにひしげなんとす。走り出いづれば、地割われ裂さく。羽はねなければ空をも飛ぶべからず。龍ならばや雲にも乗らむん。恐れの中に恐るべかりけるは、ただ地震ないなりけりとこそ覚え侍はべりしか。


     かくおびただしく振る事は、しばしにて止やみにしかども、その名残なごり、しばしは絶えず。世の常驚おどろくほどの地震ない、二三十度振らぬ日はなし。十日廿日はつか過ぎにしかば、やようやよう間遠まどおになりて、或は四五度、二三度、若もしは一日交まぜ、二三日に一度など、大方おおかたその名残なごり、三月ばかりや侍りけむん。


     四大種しだいしゅの中に水火風は常に害をなせど、大地に至りてはことなる変をなさず。昔、斉衡さいこうの頃とか、大地震おおない振りて、東大寺の仏の御首みぐし落ちなど、いみじき事ども侍りけれど、なほおこの度たびには及しかずとぞ。すなはわちは、人皆味気あじきなきことを陳のべて、いささか心の濁にごりも薄らぐと見えしかど、月日重なり、年経へにし後のちは、言葉にかけて言ひい出いづる人だになし。


  



  【現代語訳】


     また同じ頃かと、おびただしく大地の震ふるえる事があった。その様は世よの常つねではなかった。山は崩れて河を埋うずめ、海は傾いて陸地を浸ひたした。土は裂けて水は湧わき出し、巌いわおは割れて谷に転ころがり入いる。渚なぎさを漕こぐ船は波に漂い、道を行く馬は足の立たち所どを惑まどわせる。


     都のほとりではどこもかしこも、堂舎どうじゃ、塔廟とうみょう、一つとして無事ではなかった。あるいは崩れ、あるいは倒れた。塵灰ちりはいが立ち上のぼって盛んな煙のようである。地が動き家が壊れる音は、雷いかづちと変わらない。家の内に居ればたちまちに潰つぶされようとする。走り出れば、地は割れ裂ける。羽はねがないので空を飛ぶこともできない。龍ならば雲にも乗ろうか。恐ろしいものの中でも恐るべきは、ただ地震であるとこそ思われようものか。


     このようにおびただしく震える事は、しばらくして止やみはしたが、その名残なごりはしばらくは絶えなかった。普通なら驚くほどの地震で、二三十度、震えぬ日はなかった。十日、二十日過ぎてしまえば、ようやく間遠まどおになって、あるいは四五度、二三度、もしくは一日おき、二三日に一度など、大方、その名残りは三月ばかりはあったろうか。


     四大種しだいしゅの中で、水、火、風は常に害をなすが、 大地に至っては異変は起こさない。昔、斉衡さいこうの頃とか、大地が震えて東大寺とうだいじの仏の御首みぐしが落ちるなど、途方もない事々はあったけれど、なおこの度たびには及ばなかったそうである。その当座は人も皆、甲斐がないという事を陳のべて、いささか心の濁にごりも薄らぐとは見えはしたけれど、月日が重なり年を経た後は、言葉にして言い出す人さえいない。


  
  七、 すべて世の中の…


  



     すべて世の中のありにくく、我が身と栖すみかとの儚はかなく徒あだなる様さま、またかくの如し。いはわんや、所により身のほどに従ひいつつ、心を悩ますことは、挙あげて不可計かぞうべからず。


     もし己おのれが身み、数かずならずして、権門けんもんの傍かたわらに居おる者は、深く喜ぶことあれども、大おおきに楽しむに能あたはわず。嘆き切せちなる時も、声を上げて泣くことなし。進退しんだい安からず、立たち居いにつけて恐れおののく様さま、例へえば、雀の鷹の巣に近づけるが如し。もし貧しくして富める家の隣に居おるものは、朝夕すぼき姿を恥じて、へつらひいつつ出いで入いる。妻子さいし、僮僕どうぼくの羨うらやめる様さまを見るにも、福家ふけの人の蔑ないがしろなる気色けしきを聞くにも、心念々ねんねんに動きて、時として安やすからず。


     もし狭せばき地に居おれば、近く炎上ある時、その災さいを遁のがるることなし。もし辺地へんじにあれば、往反おうばん煩わずらひい多く、盗賊の難なん甚はなはだし。また勢いきおひいある者は貪欲とんよく深く、独身ひとりみなる者は人に軽かろめらる。財たからあれば恐れ多く、貧しければ恨み切せちなり。人を頼めば、身み、他たの有ゆうなり。人を育はぐくめば、心、恩愛おんあいに使つかはわる。世に従へえば、身、苦くるし。従はわねば、狂きょうせるに似たり。


     いづれの所を占しめて、いかなる業わざをしてか、しばしもこの身を宿やどし、たまゆらも心を休むべき。


  



  【現代語訳】


     総そうじて世の中は在りにくく、我が身と住処すみかとが儚はかなく無益むえきな様は、またこのようなものである。まして、所によって身のほどに従いながら心を悩ます事は、挙げて数えようもない。


     もし己おのれの身は数にも入らぬのに、権門けんもんの傍かたわらに居る者は、深く喜ぶ事があっても、大いに楽しむことはできない。歎きの切せつな時も、声を上げて泣く事はない。進退は楽ではなく、立ち居につけて恐れおののく様は、例えば、雀が鷹の巣に近づくようなものである。もし貧しいながら、富んだ家の隣に居る者は、朝夕みすぼらしい姿を恥じて、へつらいながら出入りする。妻子、僮僕どうぼくが羨うらやんでいる様を見るのにも、富んだ家の人の蔑ないがしろな物言ものいいを聞くのにも、心は刻々と動いて一時として休まらない。


     もし狭い土地に居れば、近くで火事がある時は、その災わざわいを遁のがれる事はできない。もし辺地へんぢにあれば、往いき帰かえりの煩いは多く、盗賊の難も甚はなはだしい。また、勢いのある者は貪欲とんよく深く、独ひとり身みの者は人に軽く見られる。財たからがあれば恐れは多く、貧しければ恨みは切せつである。人を頼みにすれば、身は他人の物となり、人を育はぐくめば、心は恩愛に使われる。世に従えば身は苦しい。従わなければ狂ったかのようである。


     どの場所を占しめて、どんな行いをすれば、しばしでもこの身を宿らせ、ほんのわずかでも心を休められようか。


  
  八、 我が上、父方の…


  



     我が上かみ、父方ちちかたの祖母おおばの家を伝へえて、久しく彼かの所に住む。その後のち、縁欠けて、身衰おとろへえ、偲しのぶ方々繁しげかりしかど、つひいにや留とどむることを得ず。三十みそぢ余あまりにして、さらに我が心と、一ひとつの庵いおりを結ぶ。


     これを在ありし住まひいに比ならぶるに、十分じゅうぶが一なり。居屋いやばかりを構へえて、はかばかしく屋やを作るに及ばず。わづかに築地ついじを築つけりといへえども、門かどを立つる方便たづきなし。竹を柱として車を宿やどせり。雪降り、風吹くごとに、危あやふうからずしもあらず。所ところ、河原かわら近ければ水難も深く、白波しらなみの恐れも騒がし。


     すべて、在あられぬ世を念じ過ぐしつつ心を悩ませること、三十余年なり。その間、折々おりおりの違たがひい目め、おのづから短き運を悟りぬ。すなはわち、五十いそぢの春を迎へえて、家を出て世を背そむけり。元より妻子なければ、捨て難がたき縁よすがもなし。身に官禄かんろくあらず。何につけてか執しゅうを留とどめん。空むなしく大原山おおはらやまの雲に臥ふして、また、五いつ返かえりの春秋をなん経へにける。


     ここに六十むそぢの露つゆ消え方がたに及びて、さらに末葉すえはの宿やどりを結べることあり。いはわば、旅人の一夜ひとよの宿を作り、老いたる蚕かいこの繭まゆを営いとなむが如し。これを中頃なかごろの栖すみかに比ならぶれば、また百分ひゃくぶが一に及ばず。


     とかく言ふうほどに、齢よわいは歳々としどしに高く、栖は折々に狭せばし。その家の有様、世の常にも似ず。広さはわづかに方丈ほうじょう、高さは七尺しゃくが内うちなり。所を思ひい定めざるがゆゑえに、地を占しめて作らず。土居つちいを組み、打覆うちおおいを葺ふきて、継目つぎめごとに掛金かけがねを掛けたり。もし心に叶はわぬことあらば、易やすく他ほかへ移さむんがためなり。その改め作ること、幾いくばくの煩わづらひいかある。積むところわづかに二両、車の力を報むくふう外ほかには、さらに他の用途ようどういらず。


  



  【現代語訳】


     我が前半生は、父方の祖母の家を受け継いで、久しくかの所に住んだ。その後、縁も欠けて身も衰え、偲しのぶ方々かたがたは多くあったけれど、ついには留とどめる事もできず、三十みそぢ余あまりで改めて、我が心と、一つの庵いおりを結んだ。


     これをかつての住まいと比べるに十分の一であった。ただ、居宅きょたくばかりを構えて、きちんと建屋たてやを作るには及ばず、わずかに築地ついぢを築いたといっても、門かどを建てる手だてはなかった。竹を柱として車を宿らせた。雪が降り、風が吹くごとに、危うくないこともない。所は河原に近かったので、水の難も深く、白波しらなみの恐れでも騒がしかった。


     まったく、居にくい世を堪こらえ過ごしては、心を悩ます事、三十余年である。その間、折々の不都合に、おのずと拙つたない運を悟った。それで、五十いそぢの春を迎えて家を出、世を背そむいた。元より妻子もないので、捨て難い縁もない。身に官も禄ろくもないものを、何につけて執着しゅうちゃくを留とどめようか。空しく大原山おおはらやまの雲に臥ふして、また五回の春秋しゅんじゅうを経たのである。


     ここに六十むそぢの露の消えようとするに及んで、さらに末葉すえはの宿りを結ぶ事があった。いわば旅人が一夜の宿を作り、老いた蚕かいこが繭まゆを営いとなむようなものである。これを中頃なかごろの住処すみかに比べれば、また百分の一にも及ばない。


     とかく言うほどに、齢よわいは歳々としどしに高く、住処は折々おりおりに狭い。その家の有様も通常のものには似ない。広さはわずかに方丈ほうじょう、高さは七尺ななしゃくの内である。所を思い定めたわけではないので、土地を私有して作ったのではない。土居つちいを組んで、打覆うちおおいを葺ふいて、継ぎ目ごとに掛かけ金がねを掛けている。もし心に叶かなわない事があったら、たやすく他へ移そうというためである。その改めて作る事に、どれほどの煩わずらいがあろうか。積むところはわずかに二両、車の労賃を払う以外には、全く他の費用はいらない。


  
  九、 今、日野山の奥に…


  



     今、日野山ひのやまの奥に跡あとを隠して後のち、東に三尺さんじゃく余あまりの庇ひさしをさして、柴しば折りくぶる縁よすがとす。南、竹の簀子すのこを敷き、その西に閼伽あか棚だなを作り、北に寄せて障子しょうじを隔てて阿弥陀あみだの絵像えぞうを安置し、そばに普賢ふげんをかき、前に法花経ほけきょうを置けり。東の際きわに蕨わらびのほとろを敷きて夜よるの床ゆかとす。西南に竹の吊棚つりだなを構へえて、黒き皮籠かわご三合さんごうを置けり。すなはわち、和歌、管絃かんげん、往生要集おうじょうようしゅう如きの抄物しょうもつを入れたり。かたはわらに琴こと、琵琶びわ、各々おのおの一張いっちょうを立つ。いはわゆる折琴おりごと、継琵琶つぎびわ、これなり。仮かりの庵のあり様よう、かくの如し。


     その所の様さまを言はわば、南に懸樋かけひあり。岩を立てて水を溜ためたり。林、軒のき近けれぱ、爪木つまぎを拾ふうに乏ともしからず。名を音羽山おとはやまといふう。まさきの葛かづら、跡あと埋うづめり。谷繁しげけれど、西晴はれたり。観念かんねんの便たより、なきにしもあらず。


     春は藤波ふじなみを見る。紫雲しうんの如くして西方さいほうに匂におふう。夏は郭公ほととぎすを聞く。語らふうごとに死出しでの山路やまじを契ちぎる。秋は日ひぐらしの声耳に満みてり。空蝉うつせみの世を悲しむほど聞こゆ。冬は雪をあはわれぶ。積もり消ゆる様さま、罪障ざいしょうに喩たとへえつべし。


     もし念仏ねんぶつ物もの憂うく、読経どきょうまめならぬ時は、自みずから休み、自みずから怠おこたる。妨さまたぐる人もなく、また恥づべき人もなし。殊更ことさらに無言むごんをせざれども、独ひとり居おれば、口業くごうを修おさめつべし。必ず禁戒きんかいを守まもるとしもなくとも、境界きょうがいなければ、何なににつけてか破やぶらん。


     もし跡あとの白波しらなみにこの身を寄する朝あしたには、岡おかの屋やに行ゆき交かふう船を眺めて、満沙弥まんしゃみが風情ふぜいを盗み、もし桂かつらの風、葉を鳴らす夕ゆうべには、尋陽じんようの江えを思ひいやりて、源都督げんととくの行おこなひいを習ふう。もし余興よきょうあれば、しばしば松の響ひびきに秋風楽しゅうふうらくをたぐへえ、水の音に流泉りゅうせんの曲を操あやつる。芸げいはこれ拙つたなけれども、人の耳を悦よろこばしめんとにはあらず。独ひとり調べ、独ひとり詠えいじて自みずから情こころを養ふうばかりなり。


     また、麓ふもとに一ひとつの柴しばの庵いおりあり。すなはわち、この山守やまもりが居おる所なり。かしこに小童こわらわあり。時々来きたりて相訪あいとぶらふう。もしつれづれなる時は、これを友として遊行ゆぎょうす。かれは十歳、これは六十むそぢ。その齢よわい、殊ことの外ほかなれど、心を慰なぐさむることこれ同じ。或は茅花つばなを抜き、岩梨いわなしを採とり、零余子ぬかごをもり、芹せりを摘つむ。或は裾すそわの田居たいに至りて、落穂おちぼを拾ひいて穂組ほぐみを作る。


     もしうららかなれば、峰によじ登りて、遥はるかに古里ふるさとの空を望み、木幡山こはたやま、伏見ふしみの里、鳥羽とば、羽束師はづかしを見る。勝地しょうちは主ぬしなければ、心を慰むるに障さわりなし。歩み煩わづらひいなく、心遠く至る時は、これより峰続みねつづき、炭山すみやまを越え、笠取かさとりを過ぎて、或は石間いわまに詣もうで、或は石山いしやまを拝む。


     もしはまた、粟津あわづの原を分けつつ、蝉歌せみうたの翁おきなが跡あとを訪とぶらひい、田上河たなかみがわを渡りて、猿丸さるまろ大夫もうちぎみが墓を尋たづぬ。帰るさには折おりにつけつつ、桜を狩り、紅葉もみじを求め、蕨わらびを折り、木この実を拾ひいて、かつは仏に奉たてまつり、かつは家苞いえづととす。


     もし夜よ静かなれば、窓の月に故人を偲しのび、猿の声に袖そでを潤うるおす。草むらの蛍は、遠く槙まきの篝火かがりびに紛まがひい、曉あかつきの雨はおのづから木この葉吹く嵐に似たり。山鳥やまどりのほろと鳴くを聞きても、父か母かと疑ひい、峰みねの鹿かせぎの近く馴なれたるにつけても、世に遠ざかるほどを知る。或はまた、埋うづみ火びを掻き起こして、老いの寝覚ねざめの友とす。恐ろしき山ならねば、梟ふくろうの声をあはわれむにつけても、山中の景気けいき、折おりにつけて尽くることなし。いはわんや、深く思ひい、深く知らむん人のためには、これにしも限るべからず。


  



  【現代語訳】


     今、日野山ひのやまの奥に跡を隠して後、東に三尺余りの庇ひさしを差し出して、柴しばを折りくべる縁よすがとする。南に竹の簀子すのこを敷き、その西に閼伽棚あかだなを作り、北に寄せて障子を隔てて阿弥陀あみだの絵像を安置し、傍そばに普賢ふげんを掛け、前に法花経ほけきょうを置いている。東の際きわに、蕨わらびのほとろを敷いて夜の床ゆかとする。西南に竹の吊棚を構えて、黒い皮籠かわご三合さんごうを置いている。そしてそこに、和歌、管弦、往生要集おうじょうようしゅうのような抄物しょうもつを入れている。傍かたわらに、琴、琵琶びわ、各々おのおの一張いっちょうを立てる。いわゆる折琴おりごと、継琵琶つぎびわはこれである。仮かりの庵の有様はこのようなものである。


     その所の様子を言えば、南に懸樋かけひがある。岩を立てて、水を溜めている。林の木が近いので、爪木つまぎを拾うのに乏しくはない。名を音羽山おとはやまという。柾木まさきの葛かずらが跡あとを埋うずめている。谷は繁っているが、西は開けている。観念かんねんの便たよりが、無いわけでもない。


     春は藤波ふじなみを見る。紫雲しうんのようにして西方に映はえる。夏は時鳥ほととぎすを聞く。語らうごとに死出しでの山路やまじを契ちぎる。秋は日ぐらしの声が耳に満ちる。空蝉うつせみの世を悲しむように聞こえる。冬は雪をあわれと思う。積もっては消える様は罪障ざいしょうに喩たとえられよう。


     もし念仏が物憂うくて、読経どきょうに身が入らない時は、自ら休み、自ら怠おこたる。妨さまたげる人もなく、また恥じるべき人もいない。殊更ことさらに無言行むごんぎょうをしなくとも、独ひとりでいれば口業くごうを修められる。必ず禁戒きんかいを守ろうとしなくとも、その境界きょうがいにもないので、何につけて破れようか。


     もし跡あとの白波しらなみにこの身を寄せる朝あしたには、岡おかの屋やに行き交かう船を眺めて、満沙弥まんしゃみの風情ふぜいを盗み、もし桂かつらが風に葉を鳴らす夕ゆうべには、尋陽じんようの江えを思いやって、源都督げんととくの行いを習う。もし興が尽きなければ、しばしば松の響きに秋風楽しゅうふうらくを添わせ、水の音に流泉りゅうせんの曲を操る。芸こそは拙つたないけれども、人の耳を悦よろこばせようというのではない。ひとり奏かなで、ひとり詠えいじて、自ら情こころを養うばかりである。


     また、麓ふもとに一つの柴しばの庵がある。すなわち、この山の守もりが居る所である。そこに小童こわらわがいる。時々来ては訪ねてくれる。もし何もすることがない時には、これを友として遊び歩く。彼は十歳、こちらは六十むそぢ。その齢よわいは殊ことの外ほかではあるが、心を慰める事は同じである。あるいは、茅花つばなを抜き、岩梨いわなしを採り、零余子ぬかごをもぎ、芹せりを摘む。あるいは、山裾やますその田に行って、落穂おちぼを拾って、穂組ほぐみを作る。


     もし日がうららかであれば、峰によじ登って、遥かに故郷ふるさとの空を望み、木幡山こはたやま、伏見ふしみの里、鳥羽とば、羽束師はづかしを見る。景勝地は誰のものでもないので、心を慰めるのに障さわりはない。歩み煩わずらいがなく、心が遠くに至る時は、これより峰続みねつづきに炭山すみやまを越え、笠取かさとりを過ぎて、あるいは石間いわまに詣もうで、あるいは石山いしやまを拝む。


     もしくはまた、粟津あわづの原を分けながら、蝉歌せみうたの翁おきなの跡を訪とぶらい、田上河たなかみがわを渡って、猿丸大夫さるまろまうちぎみの墓を訪たずねる。帰りには折おりにつけて、桜を狩り、紅葉もみぢを求め、蕨わらびを折り、木の実を拾って、片や仏に奉たてまつり、片や家への土産みやげとする。


     もし夜が静かであれば、窓の月に故人を偲しのび、猿の声に袖を潤うるおす。草むらの蛍は、遠く槙まきの島の篝火かがりびに紛まぎれ、暁あかつきの雨は、おのづと木この葉を吹く嵐に似る。山鳥やまどりがほろと鳴くのを聞いても、父か母かと疑い、峰の鹿かせぎが近く馴れるのにつけても、世を遠ざかった程を知る。あるいはまた、埋うずみ火びを掻き起こして、老いの寝覚ねざめの友とする。恐ろしい山ではないので、梟ふくろうの声をあわれと思うにつけても、山中の景気けいきは、折おりにつけて尽きる事はない。まして深く思い、深く知るような人のためには、これに限られるはずもない。


  
  十、 大方、この所に…


  



     大方、この所に住み始めし時は、あからさまと思ひいしかども、今すでに五年いつとせを経たり。仮かりの庵いおりもやや古里ふるさととなりて、軒のきに朽葉くちば深く、土居つちいに苔こけむせり。おのづから事ことの便たよりに都みやこを聞けば、この山に籠こもり居て後のち、やむんごとなき人の隠れ給へえるも、あまた聞こゆ。ましてその数ならぬ類たぐい、尽くしてこれを知るべからず。たびたび炎上に滅びたる家、またいくそばくぞ。ただ仮の庵のみ、のどけくして恐れなし。ほど狭せばしといへえども、夜臥ふす床ゆかあり。昼居いる座あり。一身いっしんを宿やどすに不足なし。


     寄居かむなは小さき貝を好む。これ、事こと知れるによりてなり。鶚みさごは荒磯あらいそに居る。すなはわち人を恐るるが故ゆえなり。我われまたかくの如し。事を知り、世を知れれば、願はわず、わしらず、ただ静かなるを望のぞみとし、憂うれへえなきを楽しみとす。


     すべて、世の人の栖すみかを作る習ひい、必ずしも事のためにせず。或は妻子さいし眷属けんぞくの為に作り、或は親昵しんじつ朋友ほうゆうの為に作る。或は主君師匠、および財宝ざいほう牛馬の為にさへえ、これを作る。われ今、身の為に結べり。人の為に作らず。故ゆえいかんとなれば、今の世の習ひい、この身の有様、伴ふうべき人もなく、頼むべき奴やつこもなし。たとひえ広く作れりとも、誰を宿やどし、誰をか据すゑえん。


     それ、人の友とある者は、富めるを貴とうとみ、懇ねんごろなるを先さきとす。必ずしも情なさけあると素直なるとをば不愛あいせず。ただ糸竹しちく花月かげつを友とせんには及しかじ。人の奴やつこたる者は、賞罰しょうばつ甚はなはだしく、恩顧おんこ厚あつきを先とす。さらに、育はぐくみ憐あわれむと安く静かなるとをば、願はわず。ただ我が身を奴婢ぬひとするには及しかず。いかが奴婢とするとならば、もしなすべき事あれば、すなはわち己おのが身を使ふう。たゆからずしもあらねど、人を従へえ、人を顧かえりみるより安し。もし歩ありくべき事あればみづから歩あゆむ。苦しといへえども、馬、鞍くら、牛、車と心を悩ますには及しかず。


     今、一身いっしんを分かちて、二ふたつの用ようをなす。手の奴やつこ、足の乗物のりもの、よく我が心に叶かなへえり。身心の苦しみを知れば、苦しむ時は休めつ、まめなれば使ふう。使ふうとても、度々たびたび過ぐさず。物もの憂うしとても、心を動かすことなし。いかにいはわんや、常に歩ありき、常に働くは、養性ようじょうなるべし。なんぞ徒いたづらに休み居おらん。人を悩ます罪業ざいごうなり。いかが他の力を借かるべき。


     衣食の類たぐい、また同じ。藤の衣ころも、麻の衾ふすま、得うるに従ひいて肌はだえを隠し、野辺のべのおはぎ、峰の木この実、わづかに命を継つぐばかりなり。人に交まじはわらざれば、姿を恥づる悔いもなし。糧かて乏ともしければ、おろそかなる報むくいを甘くす。


     すべてかようの楽しみ、富める人に対して言ふうにはあらず。ただ、我が身一つにとりて、昔むかし、今いまとをなぞらふうるばかりなり。


     それ三界さんがいはただ、心一つなり。心、もし安からずば、象馬ぞうめ七珍しっちんもよしなく、宮殿きゅうでん楼閣ろうかくも望みなし。今、寂さびしき住まひい、一間ひとまの庵、自みづからこれを愛す。おのづから都に出いでて、身の乞匈こつがいとなれることを恥づといへえども、帰りてここに居おる時は、他たの俗塵ぞくじんに馳はすることを哀あわれむ。


     もし人、この言へえることを疑はわば、魚いおと鳥との有様ありさまを見よ。魚は水に飽あかず。魚にあらざればその心を知らず。鳥は林を願ふう。鳥にあらざればその心を知らず。閑居かんきょの気味きみもまた同じ。住まずして誰か悟らん。


  



  【現代語訳】


     大方、この所に住み始めた時は少しばかりと思っていたのに、今すでに五年を経ている。仮の庵もだいぶ古里ふるさとらしくなって、軒のきに朽くち葉ばは深く、土居つちいに苔こけはむしている。何となしに事の便りに都のことを聞けば、この山に籠こもり入った後のち、高貴な人が亡くなられたことも数多く聞こえる。まして、その数にも入らない類たぐいは、すべてこれを知りようもない。度々たびたびの火災で滅びた家はまたどれほどであろう。ただ、仮の庵だけがのどかで恐れもない。広さは狭いと言っても、夜に伏す床はあり、昼に居る座はある。一身いっしんを宿すのに不足はない。


     寄居かむなは小さい貝を好む。これは、身の程を知っているからである。鶚みさごは荒磯あらいそに居る。すなわち人を恐れるためである。私もまたこのようなものである。身の程を知り、世を知るからには、願わず、走らず、ただ静かであることを望みとして、憂いのないことを楽しみとする。


     すべて世の人が住処すみかを作る習いは、必ずしも自身のためではない。あるいは妻子、眷属けんぞくのために作り、あるいは親昵しんぢつ、朋友ほうゆうのために作る。あるいは主君、師匠、及び財宝、牛馬のためにさえこれを作る。私は今、自身のために結んでいる。人のためには作らない。理由がこうであれば、今の世の習い、この身の有様、伴うべき人もなく、頼みにする奴やつこもない。たとえ広く作ったとしても、誰を宿らせ、誰を据えようか。


     そもそも人の友という者は、富んでいる者を尊び、愛想の良い者をまず先さきとする。必ずしも、情なさけのある者と素直な者とを愛さない。それならば、糸竹しちく、花月かげつを友にするに越したことはない。人の奴やつこという者は、恩賞が格別で、恩顧おんこの厚いことをまず先とする。けっして、育はぐくみ、憐れむことや、心安く、静かなこととを願いはしない。まったく、自身を奴婢ぬひにするに越したことはない。どうやって奴婢にするかといえば、もしするべき事があれば、その時は己おのれの身を使う。面倒でないこともないが、人を従え、人の世話をするよりは心安い。もし歩かなければならない事があれば、自ら歩む。苦しいと言っても、馬、鞍くら、牛、車と、心を悩ますのには及ばない。


     今、一身を分けて、二つの用ようをなしている。手の奴やつこ、足の乗物、よく私の心に叶っている。心、身の苦しみは知っているので、苦しい時は休み、元気であれば使う。使うとしても、度々たびたび度を過ごしたりはせず、気が進まなくとも、心を動かす事はしない。いやむしろ、常に歩き、常に働くのは、養生ようじょうに違いない。どうしてむやみに休んでいられよう。人を煩わずらわせるのは罪業ざいごうでもある。どうして他の力を借りられよう。


     衣食の類たぐいもまた同じである。藤の衣ころも、麻の衾ふすま、得るに従って肌を隠し、野辺のべのおはぎ、峰の木の実、わずかに命をつなぐばかりである。人に交わらなければ、姿を恥じる悔いもない。糧かてが乏しければ、粗末な報むくいも甘くなる。


     すべて、このような楽しみは、富んでいる人に対して言うのではない。ただ、我が身一つにとって、昔と今とを引き比べるばかりである。


     そう、三界さんがいはただ、心一つである。心がもし安らかでなければ、象馬ぞうめ、七珍しっちんも意味はなく、宮殿、楼閣ろうかくも望まれるものではない。今、寂しい住まい、一間ひとまの庵、自分はこれを愛する。たまには都に出て、自身が乞食となった事を恥じるとしても、帰って来てここに居る時は、他が俗塵ぞくじんに走る事を哀あわれむ。


     もし、人がこの言っている事を疑うのならば、魚と鳥との有様を見よ。魚は水に飽きない。魚でなければその心は知れない。鳥は林を願う。鳥でなければその心は知れない。閑居かんきょの味わいもまた同じである。住まずに誰が悟るだろう。


  
  十一、 一期の月影


  



     そもそも、一期いちごの月影つきかげ傾かたぶきて、余算よさんの山の端はに近し。たちまちに三途さんずの闇に向かはわんとす。何の業わざをか託かこたむんとする。仏の教へえ給ふう趣おもむきは、事に触ふれて執心しゅうしんなかれとなり。今、草庵そうあんを愛するも、閑寂かんせきに著じゃくするも、さばかりなるべし。いかが、要ようなき楽しみを述のべて、あたら時を過すぐさん。


     静かなる曉あかつき、この理ことわりを思ひい続けて、自みづから心に問ひいて曰いわく。


     世を遁のがれて山林に交まじはわるは 、心を修おさめて道を行はわむんとなり。しかるを汝なんじ、姿は聖人ひじりにて、心は濁にごりに染しめり。栖すみかはすなはわち、浄名居士じょうみょうこじの跡あとを汚けがせりといへえども、保たもつところはわづかに周利槃特しゅりはんどくが行おこないにだに及ばず。もしこれ、貧賤ひんせんの報ほうの自みづから悩ますか。はたまた妄心もうしんの至りて狂きょうせるか。


     その時、心、さらに答ふうることなし。ただ傍かたわらに舌根ぜつこんを雇やとひいて、不請ふしょう阿弥陀仏あみだぶ両三遍りょうさんべん、申して止やみぬ。


  



     于時ときに建暦けんりゃくの二年ふたとせ、弥生やよいの晦日つごもり頃、桑門そうもんの蓮胤れんいん、外山とやまの庵にして、これを記しるす。


  



     方丈記


  



  【現代語訳】


     そもそも、一生の月影つきかげは傾いて、余りを算かぞえれば山の端はに近い。たちまちに三途さんずの闇に向かおうとする。何の業わざを嘆こうとするのか。仏のお教えくださった趣おもむきは、事について執心しゅうしんしてはならないということである。今、草庵そうあんを愛するのも、閑寂かんせきに執着しゅうちゃくするのもそのようなものであろう。どうして、無用な楽しみを述べて、惜しむべき時を過ごせようか。


     静かな暁あかつき、この道理を思い続けて、自ら心に問うて言う。


     世を遁のがれて山林に交わるのは、心を修おさめて道を行おうとするからである。それをお前は、姿は聖人ひじりだが、心は濁りに染まっている。住処はすなわち、浄名居士じょうみょうこじの跡を汚けがしているけれども、保つところはわずかに周利槃特しゅりはんどくの行いにさえ及ばない。もしやこれは、前世の貧賤ひんせんの報むくいが自らを悩ますのか。はたまた妄心もうしんが至って狂きょうずるのか。


     その時、心は何も答える事はない。ただ傍かたわらに舌根ぜつこんを用いて、不請ふしょうの阿弥陀仏あみだぶを二三遍べん、唱えて止やんだ。


  



     時に、建暦けんりゃくの二年、弥生やよいの晦日つごもり頃、桑門そうもんの蓮胤れんいん、外山とやまの庵にて、これを記す。


  



     方丈記
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  鴨長明の生涯


  鴨長明の生涯


  


  久寿きゅうじゅ二年 （一一五五年）一歳


           賀茂御祖かもみおや神社（下鴨しもかも神社）の正禰宜しょうねぎ惣官そうかんの鴨長継かものながつぐの次男として生まれる。


  保元ほうげん元年 （一一五六年）二歳


           保元の乱おこる。


  平治へいじ元年 （一一五九年）五歳


           平治の乱おこる。


  承安じょうあん二年 （一一七二年）十八歳


           父長継、この頃死去か。


  安元あんげん元年 （一一七五年）二十一歳


           高松院北面菊合きくあわせで詠進。


  安元三年 （一一七七年）二十三歳


           四月、京で大火おこる。


  治承じしょう四年 （一一八〇年）二十六歳


           四月、京で辻風おこる。福原への遷都がおこなわれるが、この年のうちに京へもどる。


  養和ようわ元年 （一一八一年）二十七歳


           五月、歌集『鴨長明集かものながあきらしゅう』成る。翌年にかけて大飢饉おこる。


  寿永じゅえい元年 （一一八二年）二十八歳


           大飢饉つづく。『月詣つきもうで和歌集』に四首入集。


  寿永二年 （一一八三年）二十九歳


           七月、平家都落ち。木曾義仲入京。この頃、俊恵しゅんえに入門して和歌を学ぶ。


  元暦げんりゃく元年 （一一八四年）三十歳


           父方の祖母の家を出て、鴨川の近くに転居する。


  文治ぶんじ元年 （一一八五年）三十一歳


           三月、壇ノ浦で平家滅亡する。七月、京で大地震おこる。


  文治二年 （一一八六年）三十二歳


           伊勢に旅し、紀行文『伊勢記』を記す。


  文治四年 （一一八八年）三十四歳


           『千載集せんざいしゅう』に一首入集。


  思ひあまりうち寝ぬる宵のまぼろしも浪路なみぢを分けて行きかよひけり


  文治五年 （一一八九年）三十五歳


           賀茂別雷かもわけいかづち社歌合うたあわせに参加。詠進した歌で用いた「瀬見せみの小河おがわ」（鴨川の異称）という言葉が人々の注目を集める。


  建久けんきゅう三年 （一一九二年）三十八歳


           源頼朝、征夷大将軍となる。


  建久六年 （一一九五年）四十一歳


           琵琶を師事していた中原有安なかはらのありやす、この頃死去か。


  正治しょうじ二年 （一二○○年）四十六歳


           後鳥羽院、九条家を中心に歌壇の動きが活発になり、この年以降、数々の歌合うたあわせに参加する。後鳥羽院の下命による第二度百首歌の詠進に名を列ねる。


  建仁けんにん元年 （一二○一年）四十七歳


           二条殿にじょうどのに和歌所わかどころが再興され、その寄人よりゅうどとなり、職務に励む。八月十五夜に和歌所で開かれた歌合うたあわせでは、小侍従、讃岐、具親、定家の作と合わされ、いずれも勝ちをおさめる。


  建仁三年 （一二○三年）四十九歳


           十一月、藤原俊成ふじはらのとしなりの九十の賀宴に一首出詠。


  元久げんきゅう元年 （一二○四年）五十歳


           出家して遁世とんせいする。下鴨神社の摂社、河合社ただすのやしろの禰宜ねぎ職継承の望みを断たれたためとも、賀茂の奥で秘曲『啄木たくぼく』を無資格で弾いたことが問題とされたためともいう。後鳥羽院に和歌十五首を奉り、大原に落ち着く。


  元久二年 （一二○五年）五十一歳


           『新古今和歌集』に十首入集。


  秋風のいたりいたらぬ袖はあらじただわれからの露の夕暮
 ながむればちぢにもの思ふ月にまたわが身一つの嶺みねの松かぜ
 松島やしほ汲くむ海士あまの秋の袖月はもの思ふならひのみかは
 枕とていづれの草に契るらむ行くをかぎりの野べの夕暮
 袖にしも月かかれとは契り置かず涙は知るやうつの山ごえ
 たのめ置く人もながらの山にだにさ夜ふけぬればまつ風の聲こえ
 ながめてもあはれと思へおほかたの空だにかなし秋の夕暮
 よもすがらひとりみ山のまきの葉にくもるもすめる有明の月
 見ればまづいとど涙ぞもろかづらいかに契りてかけ離れけむ
 石川やせみの小河おがわの清ければ月もながれを尋ねてぞすむ


  承元じょうげん二年 （一二○八年）五十四歳


           この頃、日野に移る。


  建暦けんりゃく元年 （一二一一年）五十七歳


           『無名抄むみょうしょう 』はこの頃執筆か。飛鳥井雅経あすかいまさつねとともに鎌倉へ行き、将軍源実朝と交流する。法花堂ほっけどうで頼朝懐旧の歌一首を詠む。


  草も木も靡なびきし秋の霜消えて空しき苔を払ふ山風


  建暦二年 （一二一二年）五十八歳


           三月、『方丈記』成る。


  建保けんぽう二年 （一二一四年）六十歳


           この頃、『発心集ほっしんしゅう』完成か。


  建保四年 （一二一六年）六十二歳


           閏うるう六月、死去。
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     日本人なら誰もが知る『かぐや姫』の物語…。その元となった『竹取物語』は日本最古の物語とも言われています。かの紫式部は源氏物語の中でこれを「物語の出で来はじめの祖」と評しました。本書にはその全文を収録しています。全体を十の章に分け、原文と現代語訳とを交互に載せました。おとぎ話と同じようにロマンに満ち満ちてはいますが一風変わったところもある、『かぐや姫』の原点をぜひお楽しみください。


  天瀬豊人 著
 『いつでもどこでも百人一首／早引き事典』 平25 （kindle版）


     百人一首についての知識をいっぱいに詰め込んだ事典。誰もが知っている有名な歌からマイナーな歌まで全百首—それぞれの原文と訳文に、語句解説、詞書などを添えています。歌集別・歌枕別等、目次も多彩に揃えているので、お気に入りの歌もすぐに見つかります。親子関係や恋人同士など、作者から作者へのリンクで、歌と歌との複雑な関係もよくわかります。実戦派の方やこれから覚えたい人のためには、百人一首に強くなるための決まり字リスト付き。古典に親しみたい方にもおすすめです。


  藤原定家 撰・天瀬豊人 編
 『百人一首【散らし書き】』 平25 （kindle版）


     日々の暮らしの中でふと百人一首の歌をながめたくなる…。そんな時のために、それぞれの歌を【散らし書き】風に記しました。五・七・五・七・七を分かち書きにしているので、三十一文字の歌が一つの画面にぴったりと収まります。ルビ付き、ルビなし、かな、の３パターンを用意し、わかりやすい訳文も別ページに載せました。仕事をしながらでもさっと暗唱の確認もできるので、机の上になにげなく飾っておくのにもいいかもしれません。


  藤原定家 撰・天瀬豊人 編
 『百人一首【分かち書き】』 平26 （kindle版）


     百人一首の暗唱用として、上の句と下の句を別々のページに【分かち書き】にしました。ルビ付き、ルビなし、かな、の３パターンを用意して、わかりやすい訳文も別ページに載せています。百人一首の暗記学習にぜひお役立てください。


  天瀬豊人 著
 『鎌倉石碑めぐり』 平25 （kindle版）


     鎌倉の町を歩いているとあちこちで見かける石碑…その格調高い碑文の口語訳を一冊の本にまとめました。登場するのは、源頼朝や北条政子、日蓮上人などの著名人から、あまり知られていない人物まで。
    ひととおり読むと、平安時代から戦国時代を経て現代に至る鎌倉の歴史スポットが、自分の足で歩いたように感じられてきます。それぞれの石碑の見つけ方も地図つきで詳しく載せています。
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